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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・エアロビクスは8/13.15（月.水）休み。8/17（金）は参加人数により短縮する可能性あり。

・10/5.12.19東北メディカル学院から2～3人のグループで見学予定。

・8/7（火）17：30～職員納涼会。

・8/6.10（月.金）第3回院内研修予定。

「危険予知トレーニング」講師：医療事故対策委員会　相馬亜紀子委員長
・日誌とカンファレンス記録の回覧先の変更あり。

・職員異動により、緊急連絡網の変更を行う。

・医療機能評価に向けて準備を行う事。

＜利用者様情報＞

· 佐藤　ミツ子様～昼食を拒否され「暑くて食べれない」と話される。ロッカーに篭っている

ため、ロッカーの方が気温が高いことを説明している。昼食後薬服用の為にも昼食摂取するよう促すと、主食と副菜を残食され他は摂取する事が出来ている。夏祭り（8/15）の盆踊り練習後より表情の変化が見られており、お盆の外泊希望されているが希望が通らない可能性もあり表情や所在の確認を行っていく必要がある。

・繁名　和恵　様～来所時は表情良くスタッフに話し掛けていたが、メンバーに体調について

話し掛けると「自分の自由だから関係ないでしょ！」ときつい口調で言われた後より不調と眠気を訴え静養室で休まれている。青山荘スタッフより本人が不調を訴えているため、午前中の様子を知りたいと連絡あり、情報提供を行っている。来所時に本人が不安に思う事を確認していく。

・巴　　勇樹　様～本日は体調が良いと話されている。昨日の受診時に「入院したい」と話した事について「楽をしたい」「デイケアは休みたくないが、バス利用が大変だ」と話される。自分で家族に送迎して欲しい事を伝えるよう促すが「怒られる」と話し、スタッフの方からご家族へ話して欲しいと話される。嫌だと思う気持ちを自分の言葉で表現する事を目的として欲しいことを説明し、出来ない時はスタッフが介入することを説明している。

＜疾患別診療計画書作成＞

植村廣隆様（31）　主病名：アルコール依存症・広汎性発達障害　

治療歴
H17～　　　　　　　　　　八戸市民病院入院（検査入院・大腸ポリープ手術）

H23.8月～　　　　　　　　長谷川内科受診

H23.11.24～H24.2.23　　　青南病院入院

H24.3.19～　　　　　　　　現在　デイケア利用

現　症

喪失感･倦怠感、睡眠は不安定、苛々感･焦燥感
利用目的

基本的生活習慣の修得、対人関係を学ぶ、病識を身に付ける

長期目標

　①アルコールを飲まずに生活する。

②就労する。

中期目標

①再飲酒を防ぐ。

②人間関係で、上手く対話ができるようになる。

③就労するために必要なことに気付く。

短期目標

①週1回の通院と自助グループを継続し、服薬を怠らないようにする。

②良い人に見られようとして、疲れが溜まり、衝動的になることがあるため、

自分の意見を適切に言えるようになる。

③就労するために必要なことを具体的にしていく。

実施計画
①週1回の通院、自助グループの参加状況、服薬状況について、過度とならない程度に

確認する。

②プログラム中や対人交流場面で、本人の意見を引き出せるように関わる。

また、ストレスや不安を感じると、解離的（声を変えての独語）になることがあり、

その際は深く追求せず、受容するようにする。

③どのような仕事をしたいか、どのような社会資源が利用できるか、どのようなが

スキル必要なのかをプログラムや面談を通して話し合う。

評　価
・忘薬が多い。

・病識は薄い（低い）様子がうかがえる。

・自助グループには定期的に参加し「仲間が出来た」と話されるが、繋がりは希薄。

・解離様症状はデイ利用以降は見られていない。

・「お姉ちゃんが守ってくれる」「大丈夫」という独語がある。（デイケアでは見られない）

・ストレス発散として「薬を飲む」「ゲームで紛らわせる」と話される。

・対人交流面が少なくなってきた。スタッフに話し掛けることが多い。

・本人にはそのつもりはないが、相手を馬鹿にした言い方・口調がある。

・デイケア利用開始時は就労目的（幸房）と話されていた。

・人と関わらない仕事（スーパーの品だし）がしたいと話したり、保育士のような仕事を

したいと話すときがある。

・デイケアは楽しい、居やすい場だと話し、バス券の申請が済み次第利用回数を

増やしたいと話す。（利用開始時は月曜日、現在は月.木曜日利用）

・対人関係の構築が難しく、自分の気持ちをくみ取ってくれる人との交流（スタッフ）が多い。

・上手く言語化が出来ない。

・ダイエットをしたいと話し、朝食はアイス、昼食は葬式饅頭だと話して来るが、実際は昼食に菓子パンを食べていた。

検討結果
・就労は福祉的就労を目指し、治療計画に組込んでいく。

・他者が（スタッフ）が驚くような発言を行い、反応を楽しむ傾向にあるため全部事実と捉えず、軽く受け流すことも必要。

＜夏祭り行事説明＞

・午前は屋台準備、午後は盆踊り・屋台運営・すいか割りを行う。

・昼食は通常どおり。

・屋台は、クルポン・射的。

・ご家族への案内状配布中。

＜外来情報＞

・細越　定生様～携帯灰皿を使用して他施設屋外で喫煙していたことを注意されたが、注意の

され方に腹が立ったと報告されている。また、デイケアの利用回数を週4回から週2回に減らしたいと訴え、担当医より了承を得ている。デイケアでは殆どギターを弾いており、デイケア利用する意味がわからないと話されている。最終的には退所したいとの事。

